






















































































































   道徳の条目                    『大学』八条目 
第一 我身を善くし            …………修身 
第二 我家を善くし            …………斉家 
第三 我郷里を善くし 
第四 我本国を善くし          …………治国 




















































































































































































































































































































































































































































































































＊本論文は、2017 年 9 月 30 日(土)、東洋大学白山キャンパス 6 号館 1 階第 3 会議室において開催され
た、国際哲学研究センター(IRCP)主催の研究会「西洋自然観との対峙における日本哲学の形成」の第 2
回「日本儒学と西学との出会い」の際に発表した原稿に、最低限の修正を加えたものである。なお、三節






『増補・改訂 西村茂樹全集』第 1 巻、（社）日本弘道会編／古川哲史監修、思文閣出版 
真辺将之『西村茂樹研究――明治啓蒙思想と国民道徳論――』思文閣出版、2009 
工藤豊「啓蒙から道徳へ : 西村茂樹の『日本道徳論』を読む  」東京電機大学総合文化研究 (13), 2015.12 
河野有理「「会」の時代と西村茂樹の「道徳」思想 」『弘道』122（1089)(特集 明治思想史における西村茂
樹の位置) , 2014.3 
篠大輔「西村茂樹の「道徳会」構想とその展開」『慶應義塾大学大学院社会学研究科紀要』 (63),  2006 
篠大輔「徳育における「儒教主義」の論理」『哲學』No.115,2006 
篠大輔「西村茂樹と日本講道会黒須支会」『哲學』No.124,2010 
『哲学資源としての中国思想――吉田公平教授退休記念論集』研文出版、2013  
小路口聡編著『語り合う〈良知〉たち――王龍渓の良知心学と講学活動――』研文出版、2018 
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